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研究成果の概要： 
日本では、外国人児童・生徒の教育が義務化されていない。そのため、受け入れに際し、必要
とされる書類、親の滞在資格、さらに日本語教育の仕方、学年を下げても受け入れるか否か等
において、教育委員会で差のあることが明らかになった。このような学校間の差は、かれらが
帰国してからも、現地の学校で学ぶ姿勢にも影響している。また近年、滞在が長期化するにつ
れて、子どもは日本で生活することを望み、いずれは帰国しようと考えている親との間にギャ
ップも生じ始めている。 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 3,300,000 0 3,300,000 

2007年度 3,000,000 900,000 3,900,000 

2008年度 3,100,000 930,000 4,030,000 

年度    

  年度    

総 計 9,400,000 1,830,000 11,230,000 

 
 
研究分野：社会学 
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１．研究開始当初の背景 
尐子高齢化対策として移民導入が検討され
ているが、安定した労働者受け入れには家族
滞在が前提となる。家族が一緒ということは、
子どもの教育が問題となる。子どもの受け入
れに関して、研究開始当初は、あまり体系的
な研究がなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
外国人の子どもの教育が義務化されていな
いため、自治体ごとに受け入れ施策にかなり
の違いがみられる。そのため不平等な扱いが
なされており、その実態もほとんど明らかに
されていない。本研究の目的は、地方の教育

委員会レベルでどのような受け入れがなさ
れており、どのような格差があるのか、また、
その影響は帰国後にもどのような形で子ど
もの学習に影響を与えているのか、また受け
入れの蓄積のある自治体の近年の様子や、海
外の日系コミュニティの状況をも含めて調
査研究することにある。子どもには、大学の
留学生も含めて検討している。 
 
３．研究の方法 
 地方の自治体の受け入れ施策や教育委員
会の方針に関しては、最初は、調査項目の郵
送を外国人集住都市会議参加自治体を中心
に行い、得られた結果のなかで重要と思われ
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る諸自治体には後日直接訪問する形で聞き
取り調査を行った。海外の日系南米人に関し
ては、ブラジル、ペルー、ボリビアを取り上
げ、直接現地を訪問し調査を行った。留学生
に関しては立教大学の留学センターを利用
し、その他、オールドカマーの代表的として
しての川崎とニューカマーの代表的都市豊
田に関しては、自治体や学校の協力により調
査を行った。 
 
４．研究成果 
本研究は、海外から労働者が受け入れられた
時、その子どもの学校への受け入れ施策に関
して、従来どのようになされてきたのか、こ
れから外国人の子どもが多くなるとき、どの
ような受け入れがめざされるべきかを問う
ことにある。このような問題意識の下で、数
回の研究会、現地調査の結果以下のようなこ
とが明らかになった。①外国人の子どもの受
け入れが自治体ごとに異なることを具体的
に明らかにした。この場合地域格差には、日
本のナショナル・マイノリティであるアイヌ
の教育状況も含めて明らかにした。②ニュー
カマーの問題を川崎市のオールドカマーの
問題と関連付けて、外国人住民のメンバーシ
ップの問題として独自の分析を試みた。③日
系人の集住地区の一つである豊田市保見団
地で行われている教育実践を明らかにした。
④日系人が帰国した後もどのような学びが
現地でも行われているか、ブラジル、ペルー、
ボリビアも含めて明らかにした。特にボリビ
アの日系コミュニティに関しては、これまで
あまり研究蓄積がないので貴重な報告と思
われる。⑤滞日日系人のなかでも親世代と子
ども世代で、滞日意識に変化が生まれ始めて
いることを調査で明らかにした。現在は、世
界同時不況で日系人にも帰国者が多いが、親
と子どもで家庭が分解する危険もあること
がわかった。⑥滞日外国人に留学生も含めて、
かれらの日本社会での生活状況や大学への
希望等も明らかにした。これは今後の留学生
30 万人計画に重要な貢献を果たすと思われ
る。以上の成果は平成 21 年 3 月発行の報告
書として公表した。 
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